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ディスプレイユニットの取り付けかた
本機の電源が入っている状態で、ディスプレイユニットを脱着すると、映像が表示されなくなります。	
ディスプレイユニットの取り付けは、必ず車両のバッテリー⊖端子を外した状態で行ってください。

ディスプレイ取付部の取付角度が地面と水平になるように補正してください。（下記手順 1、2）
車種によっては、車両側クラスターパネルと接触するため画面の傾きを補正できない場合があります。また、ナビ
ゲーションユニットの取付角度が30°	以上の場合には水平にできません。詳しくは、Webサイトでご確認ください。

補正した場合
左右角度を調整して
も画面は地面に対し
て水平になります。

未補正の場合
左右角度を調整する
と画面が地面に対し
て傾いて見えます。
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六角レンチ ❶ ナビゲーション
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下記の順に両側面のねじをゆるめる
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1 ナビゲーションユニットのディスプレイ 
取付部のねじをゆるめる（4 か所）

※六角レンチは長い方を持って使用してください。
※六角レンチを紛失しないように保管してください。

2 ディスプレイ取付部の取付角度を補正する
地面と水平に 下記の順にねじをしっかりと締める

● ディスプレイを強く倒し
 ても動かない( 補正した
 角度からずれない )よう
 に確認してください。

ディスプレイ取付部

補正角度は
30° まで

側面図
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3 ディスプレイ取付部に、ディスプレイ 
ユニットをしっかりとはめ込む

お願い
故障の原因となりますので、ディスプレイユ

ニットの端子部分やフラットケーブルに触ら
ないよう、取り扱いにご注意ください。

側面図

❷ディスプレイユニット

4 座付き六角ねじ（黒）で固定する（2 か所）

上面図
2か所を固定する

側面図
(ディスプレイユニット用)

座付き六角ねじ 黒

(M5× 8 ㎜)
適正締付トルク値：
1.96±0.29 N·m 

5 目隠しカバーをかぶせる
パチッと音がするまで、はめ込んでください

目隠しカバーの取り外しかた

左右を外側に広げて
ロックを解除したまま
上方向に取り外す

後面図
ディスプレイユニットの
突起を、目隠しカバーの
穴に合わせてはめ込む

側面図 カ ー❸目隠し バ

ディスプレイの位置や角度を調整する
本機に固定していない状態でディスプレイに力を加えると、金属の変形及びナビ性能が悪化するお
それがありますので、必ずねじで固定してから調整を行ってください。（P.20	手順 4）

指をはさまないように、気をつけて動かしてください。
必ず、安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけた状態で操作してください。
電源が入っているときは、できるだけ操作部（タッチパネル、ボタン）を持たないでください。

車両側に接触して、運転を妨げたり・傷をつけたりしないよう、よくご確認ください。
位置や角度を調整したときに車両装備に干渉する場合は、スライドベースを手前に引き出して取り付

けてください。（P.18「ナビゲーションユニットの取り付けかた」)
車種によっては、制約がある場合があります。詳しくは、Webサイトをご覧ください。

上下の向き（角度）を調整する
ディスプレイの上側をしっかりと持ち、
手動で角度を調整する

上下の位置（高さ）を調整する
ディスプレイの上側をしっかりと持ち、手動で高さを調整する
無理に動かさずに、必ずロックを解除してください。
ロックを固定する前に手を放すと、重みでディスプレイが下がってしまいます。	
ディスプレイを手で持ったまま、ロックを固定してください。

ロックを
解除する

ロックを
固定する

調整する

位置固定用レバー

左右の向き（角度）を調整する
ディスプレイの両端をしっかりと持ち、手動で角度を調整する

15°

15°

可動範囲




